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 ２０１３年３月１日 

１．機構改革（３月１日付）  

（１）機構改革の主旨  

同社は、３月１日付のマックスバリュ中京との合併に伴い、営業力強化に向けた組織の新設と今後の

大量出店を見据えた体制整備、及び中国事業のサポート体制強化を目的に機構改革を実施する。今

般の機構改革により、店舗営業力強化を目指して新設する「ストアサポート部」をはじめ、開発部内の

「エリア開発担当」の細分化や「中国運営部」の新設など、今後の成長を下支えする組織体制の構築

を実現する。 

（２）機構改革の内容  

  ①営業担当取締役配下に「第７営業部」を新設し、担当店舗を再編。  

  ②営業担当取締役配下に「ストアサポート部」を新設し、ストアサポート部組織下に、ＣＳ推進部  

    組織下の「チェックアウト担当」を移管するとともに、「ストアサポート担当」を新設。  

  ③商品部組織下に「ＰＣ（プロセスセンター）担当」「地産地消担当」「インストアベーカリー担当」を  

    新設。  

  ④開発部組織下の愛知岐阜開発担当及び三重滋賀開発担当を「愛知北・岐阜エリア開発担当」  

    「愛知南エリア開発担当」「三重エリア開発担当」「滋賀エリア開発担当」に細分化。  

  ⑤中国事業担当取締役配下に「中国運営部」を新設し、中国プロジェクトを解散。  

  ⑥営業担当取締役配下の「ＣＳ推進部」を人事・総務・ＣＳ・財務・情報システム担当取締役配下に  

    移管。  

  ⑦商品部組織下の非食品担当を「ノンフーズ担当」に改称。  

  ⑧商品部組織下の店舗企画担当を廃止し、その機能をコーディネーター担当に移管。  

  ⑨営業企画部組織下の販促担当を「販売促進担当」に改称するとともに、オペレーション担当を廃止 。  

  ⑩ＣＳ推進部組織下のお客様担当を「お客さま担当」に改称。  

  ⑪人事部組織下のプロ化推進担当を「採用・教育担当」に改称。  

 



 

 

 

 

 

 



 

 


